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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、身体的差異が不可視な集団の「人種化」プロセスとメカニズムを明らかにしようとするも

のである。 

国際シンポジウム等を精力的に開催し、国際誌を含む数多くの論考や研究編著の刊行もなされてい

る。また、海外研究者との学際的連携を通して、欧米からの視点に偏重しがちな「人種化」論にオール

タナティブを投げかけており、研究代表者の活動実績は高く評価する。 

しかし、研究計画調書に掲げられた「身体的差異が不可視な集団の人種化プロセスとメカニズム」に

関する仮説の検証については、近現代日本史や人類遺伝学を専門とする研究分担者との十分な連携に

基づく進展が認められなかった。 


